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スギ雄花の栽培温度の変動と休眠覚醒について

平英彰＊
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Inordertocleareffectionofchangingincubationtemperatureonbreakingdormancy，

theauthorcollectedsugi（C”r0”e池"0"ｉａｚＤ､DON)male8owerintheconditionof

changingtemperaturefrom6℃ｔｏ２０℃，ｆｒｏｍ１０℃ｔｏ２０℃，ｆｒｏｍ１５℃ｔｏ２０℃ａｎｄｃｏｎ‐

stanttemperaure20℃respectably・Theresultsshowedthatthemostsugimaleflower

bloomedunderhightemperatureincubation,butthebreakingdormancyofsugimaleflower

areacceleratedbylowtemperatureduringincubation．

栽培温度の変動によってスギ雄花の休眠覚醒が影響を受けるがどうかを明かにするため，１２

月上旬にスギ雄花を採取し，６～20℃，１０～20℃，１５～20℃，２０℃の条件下で栽培し雄花の開

花状況を調査した。その結果栽培温度の高かった雄花の開花本数が多かったが，栽培中の低温

によってもスギ雄花の休眠覚醒は促進されると考えられた。
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１．はじめに

６月下旬から９月下旬にかけて分

離には成熟する!)。その後，スギ雄

品条件下で開花し，10月から１２月

汝させる個体もあるが，多くのス

スギの雄花は，６月下旬から９月下旬にかけて分

化し，１０月中旬以降には成熟する!)。その後，スギ雄

花は10℃以上の高温条件下で開花し，10月から１２月

にかけて花粉を飛散させる個体もあるが，多くのス

ギ雄花は休眠にはいる2)。スギ雄花の休眠は11月上旬

以降しだいに覚醒していき，１月上旬頃までにはほ

とんどの個体は完全に覚醒する。この雄花の休眠の

覚醒は雄花の処理温度とその処理期間とによって影

響を受けていると考えられている3)。しかし，詳しい

ことについてはまだ明らかにされていない。今回の

実験では，栽培する温度を変化させた場合，スギ雄

花の休眠覚醒がその温度の変動の大きさによって影

響を受けるかどうかについて検討した。

1993年10月22日受理

＊林業試験場

２．実験の方法

1991年12月９日に富山県林業試験場に生育してい

るスギ林から雄花の着花している個体20本より枝を

採取し，長さ20cm程度に切り取り，余分な針葉や雄

花を切り落としたあと，直径15mm長さ210mmの栽培管

に挿し，水を充した。そして，１日の温度変化を６

～20℃，１０～20℃，１５～20℃に設定した人口気象器

と20℃の定温に設定した人工気象器でそれぞれ雄花

を20本ずつ栽培した。光条件は，12000ルックスで1４



３．結果と考察

６℃～20℃栽培の平均温度は12.5℃，１月６日ま

での積算温度は325日度，１０～20℃栽培の平均温度で

は14.5℃，積算温度は377日度，１５～20℃栽培の平

均温度では17.2℃，積算温度は447日度，２０℃栽培

では穣算温度が520日度であった。６～20℃の温度範

囲で栽培した雄花の開花本数は２本，１０～20℃では

４本，１５～20℃では７本，２０℃の定温では９本であ

った。これらの変動する温度で栽培した雄花の開花

状況をみると，スギ雄花の開花は，栽培中の温度の

変動の大きさよりは，積算温度によって左右されて

いるといえる（表－１）。1990年10月中旬，１１月中旬

に雄花を採取し、０～１０℃の低温処理をしたあと６

～20℃の条件で栽培すると，処理温度に関係なく栽

培温度の高いほど開花本数が多かった2)。今回の実験

結果もほぼこれと同じ結果を示した。したがって，ス

ギ雄花の栽培中の温度の変動は，スギ雄花の覚醒に

ほとんど影響を与えていないと判断された。しかし，

６～20℃栽培での穣算温度は325日度で他の処理の積

算温度よりきわめて低いため，総開花本数による比

較は，栽培温度の変動による雄花の開花特性の変化

を適確に表していないと考えられたので，最初の２

本が開花した時の積算温度を比較した。最初の２本

目の雄花が開花した時の積算温度は６～20℃栽培で

287.5日度，１０～20℃栽培で304.5日度，１５～20℃栽

表－１栽培温度と開花本数
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時間照射し，湿度は70％にコントロールした（図一

１）。雄花の栽培は１月６日まで行い，毎日培養管の

水を取り換えると共に雄花を短い棒でたたき，肉眼

で花粉の飛散が確認された時をその個体の開花日と

した。

培で326.8日度，２０℃定温で380日度であった。この

ことは，上限の温度を20℃に設定した時，その下限

の温度が低いほど開花に要する積算温度が低いこと

を示している。したがって，栽培中の温度変化の低

温域がスギ雄花の覚醒に影響していると考えてもよ

いだろう。
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図－１栽培温度の種類と変化
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スギの雄花の休眠は雄花が成熟した以降しだいに

覚醒していき，１月上旬頃までには休眠がほぼ覚醒

してしまうことが知られているs)。また，１０月，１１月

にスギ雄花を採取して10℃又は20℃の定温で栽培し

た個体よりも，６℃以下の低温で20日以上処理した

あと栽培した個体の方が早く開花する4)。１０月から休

眠が覚醒する１月にかけての気温は，商温又は低温

を経ながらしだいに低くなっていく。これまでの調

査3)において休眠覚醒日（スギ雄花の開花予測のため

の有効温度の起算日）は，年度によって異なってい

る。これはスギ雄花の覚醒過程における気温の変化

は年によって異なり，雄花がさらされる低温の期間

がそれぞれ異なるためと考えられる。
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